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The objective of this research is to c1arify the relationship between different childhood environment 

images and (1) factors to become interested in nature， (2) involvement with nature in daily life， 

(3) degree of comfort in the current living environment， (4) essential conditions to live a comfortable 

life， and (5) selection of lifestyle in the future. 

Survey results indicate the foUowing: 

1) University students who grew up in the country seek involvement in nature in their daily life， as a 

comfortable condition for living in their current and future lifestyles. The reason for this is their many 

opportunities to be involved in nature during their daily life when growing up. 

2) University students who grew up in the city seek convenience in their daily life， as a comfortable 

conndition for living in their current and future lifestyles. The reason for this is their limited 

involvement with nature through extraordinary leisure activities when growing up. As a result， they do 

not strongly seek nature as a comfortable condition for living in their daily life. 
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1 .問題の所在と本稿の目的

レジャーとは、一般的に労働時間以外の個々の白由

な時間の諸活動と言われている。またレジャーと白然

環境は、密接な関わりをみることができる O 日本にお

けるレジャーの歴史を振り返ってみると、「レジャーj

という言葉から与えられるイメージは、「人工化され

た自然jと「非日常的な活動の場所jとして捉えられ

る(頃向にある。

まず「人工化された自然」という捉え方には、日本

のレジャー産業の発展が深く関与している O 日本のレ

ジャー産業は、高度経済成長期やバブル経済期をピー

クにして、大きな成長を遂げてきた。しかしその成長

の過程は、行楽地やレジャーランドを建設することで、

多くの自然を壊してきた過程でもある。換言すれば、

われわれ日本人は、白然を破壊しつつ、人工的なもの

に作り替え、その「人工化された自然」をレジャーの

対象として利用してきたのである。そして自然と親し

むことを目的としたレジャー活動は、実は「人工化さ

れた白然」を体感させるものにすぎなかったのである。

またこうしたレジャーの定着は、「非日常的な活動の

場所j としての自然観を植え付けることにもなる。例

えば、「自然」と触れ合うためのキャンプは、一つの

特別な行事として位置付けられている O あるいは森林

浴の目的である「癒し」にしても、日常とかけ離れた

森林へ行くことで得られる効能である。このように、

現代の多くの日本人にとって、自然体験とは「人工化

されたj、「非日常的な活動の場所」として捉えること

が多くなっている。そこで本稿では、このレジャーを

「非日常的な場所での自然体験」と意味付けておくこ

とにする。

しかし近年、環境問題の深刻化などを背景にして、

人間と自然との「共生」が叫ばれるようになり、自然

に対する価値観の転換がなされるようになってきた。

それは、人工化された白然ではなく、ありのままの自

然を見直そうという動きである。また非日常的な活動

をするための場所としての自然ではなく、日常生活の

中に白然を組み込んでいこうという動きである O この

日連の動きを通して、レジャー資源としての自然から、

日常生活で慣れ親しむ自然へと価値の転換がなされて

きたのである。こうした人間と自然との「共生」とい

う考え方は、これまでのレジャーと自然との関係を根

本から転換させるものでもある O

2 

しかし人間と自然との「共生」に関する研究の蓄積

は、あまりなされていないのが現状である O 従って人

間と自然との「共生jには生活環境に対してどのよう

な配慮が欠かせないものなのかという点は、研究を蓄

積する上で重要な知見となるであろう O そこでまず本

稿では、自然と「共生」している者と、そうでない者

とでは、生活の快適さにどのような違いがあるのか。

また両者では、将来のライフスタイルにどのような違

いを見せることになるのか。こうした点を明らかにし

ていくことを目的とする。

2.分析の視点

生活環境への快適さには、自らのもつ自然観が密接

に関係しているといえる。そうであるならば、まず自

然観がどのように形成されるのかということを検討す

る必要があろう。そこでここでは、自然観の形成に関

しての先行研究を整理し、これまでの研究でどの点が

欠けていたのかを検討していくことにする O

まず、この白然観の形成には、成育窮克が深く関わっ

ているという指摘がある。奥野(1972)は、文学表現

の中にみられる作者の内的イメージと風土・風景との

密接なかかわりは、自己形成空間である原風景に支え

られていると考察し、「“原風景"とは、その作家の

幼少年期と思春期とに形成されるように思われる O 生

まれてから 7・8歳頃までの父母や家の中や遊び場や

家族や友だちなどの環境によって無意識のうちに形成

され、深層意識の中に固着するJ'Iと述べている。つま

り幼いころの成育環境が、自然観に影響を及ぼすとい

うことである。

また感性や感情の働きも、自然観の形成にとって重

要である。このことに関して、呉(1998)は、次のよ

うに述べている O 自然観とは「どのようなものにどの

くらい自然らしさを感じるかという感性的側面J21と

捉え、環境価値観の形成要因を検証している O つまり

自然観の形成過程は、客観的な存在物の中に自然がど

のように存在しているかを主観的な判断や感性で捉え

ていくのであるヘ木村(1998) も同様の指摘をして

いる O すなわち風景は、視覚に媒介されることにより、

「情」と結びつくことで「風情JI情景JI景観j とし

てそれぞれのわれわれの中に意味をもつものとなる、

と述べている O つまり風景とは、「客観としての「景J

と、主観としての「観jとの統 j なのである O この
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ように自然観の形成において、主観的要素、なかでも

感性的側面や感「情」的側面が重要であるといえる O

この自然観の形成に関して、沢田は「構造」という

ことにふれている O 沢田は知覚の風景を日常生活の安

定性と関係づけて捉えている。沢田(1975)の述べる

風景の安定は、「風景のできるだけ多くの部分が構造

化され、かっこの構造が有効に働いていて変更する必

要がないJ61状態であると指摘している。このように

沢田のいう各人がもっ知覚の基本構造が、様々な体験

や経験をするなかでパターン化され、自然に対しでも

意味づけされ構造化し、白然観が形成されていくので

ある。

以上のことから、生活環境の快適さの判断に重要で

ある白然観の形成には、幼少期の成育環境が大きな影

響を及ぼしているという知見を得ることができた。ま

た成育環境のなかで、自然に対してどのような感性・

感情的な働きかけをしたのか。また自然に対する意味

づけが、どのように構造化されているのかが、白然観

の形成に大きく関わってきていることが理解できた。

自然観の形成についてのこうした指摘は、人間と自

然との「共生」を考える上で重要である O しかし体得

してイメージ化され、構造化された自然観が、生活ス

タイルへどのように影響を与えるかについては、充分

に議論がなされているわけではない。つまり成育環境

のイメージが、現在の生活環境の快・不快要因にどの

ように結びつくのかといったことに関しては、充分に

は検討されていないのである。それは例えば、成育環

境イメージの違いが、生活環境における快適要因とし

て[自然jを選択するのか、あるいは「都会的」な便

利さを選択するのかという相違に関連しているのかと

いったことである。

そこで、本稿では、これまでの先行研究の知見を踏

まえつつ、主観的な感性で捉えた自然観が、具体的に

快適な生活条件としてどのように現れるかを検討して

いくことにする O 具体的には、成育場所のイメージの

差異と次の 5項目①~⑤との関連性を検証していく O

①自然へ関心をもつようになったきっかけ、②日常生

活での自然の親しみ方の違い、③現在の生活環境の快

適度、④快適な生活条件を過ごすために何を必要条件

としているか、そして⑤将来のライフスタイルのタイ

プの選択との関連を明らかにする。そしてこれらの分

析を通して、必ずしも自然が原風景となりえていない
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今日的状況のなかで、日常生活の中で自然といかに

「共生jするのか。また今後それぞれの地域に適した

白然観をいかにして形成するのか。さらに自然を教材

としてどのような自然観を育成するか、といった教育

的課題の礎を提示する O

3. 調査の方法

(1) 調査対象と時期

本調査で用いたデータは、 1999年 5 月 ~6 月にかけ

て、都内及び都内近郊にあるN大学の 2年生以上の学

生1054人に対して行った質問紙調査(自記式集合調査

で実施し、一部自記式個別調査が含まれる)の結果で

ある。

ここで大学生を調査対象としたのは、以下の理由に

よる O 大学生は、近い将来に、就職先やイ}居などを、

自らの判断で生活スタイルを確立する時期にはいると

考えられるためである。将来のライフスタイルについ

て初めて考え始めるようになるのは、学生時代である

と判断したからである。

(2) 調査の枠組み

前述したように、成育環境がどのような環境であっ

たかは、個人的・主観的な判断によるものであり、

「情」を媒介として形成されるものである。そこで本

稿では、大学生が主に住んでいた(成育した)場所を

本人のイメージをもとに区分した。具体的な区分は、

主に①「都会j的なところ、主に②「田舎J的なとこ

ろの 2つのグループとした叫 O

両者の構成比は、以下の通りである。成育環境が都

会的なイメージであると答えた者は、 503人 (48.6%)

であり、田舎的イメージであると答えた者は533人

(51.4%)である。この 2つの成育環境イメージをも

とにして、快適な生活条件の違いや、将来のライフス

タイルのタイプの選択の違いなどをみていくことにす

る。

4. 結果および考察

(1) 自然への関心をもつようになった要因

成育環境の違いによって、自然への関心の持ち方が

異なると考えられる O そこで成育環境ごとに、自然、へ

関心をもつようになったきっかけを検討していくこと

にする(表1)。
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表 1 自然に関心をもつようになった要因
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注)キャンプは、友人、家族などと行く活動で、学校キャンプと医分した

まず自らのもつ原風景が自然へ関心をもっきっかけ

となっていることについてみてみることにする。自然

豊かな環境のなかで成長していくことによって、自然

的環境が原風景として形成され、蓄積されることにな

る。そして、そうした原風景が自然へ関心を喚起する

ことになるであろう。おそらく、成育環境が田舎的イ

メージの者の方に、原風景が自然、への関心を生み出す

傾向が強いと予測できる O このことを検証するために、

成育環境イメージと、自然への関心を促す原風景との

関連をみていくことにする。

成育環境に田舎的イメージをもっている大学生で、

「原風景」から自然に関心をもっていると考えている

者は、 24.9%である。成育環境イメージが都会的イメー

ジの大学生で、「原風景」から自然に関心をもってい

る者は、 16.3%である。都会的環境で、育った者よりも、

田舎的環境で、育った者が、「原風景jをきっかけとし

て自然へ関心をもったと答える者が多いという予想ど

おりの結呆となっているのである。

次に自然への関心とレジャーとの関係について検討

してみることにする。自然に関心をもつようになるきっ

かけとして、アウトドア系のレジャーカf考えられる。

それでは成育環境の違いによって、アウトドア系のレ

ジャーが自然への関心を促すものとなるかどうかの違

いに結びついているのかどうかをみていくことにする。

調査では、アウトドア系に関する項目として「家族や

友人と行くキャンプ」、「散策・ハイキングJ、「アウト

ドアスポーッjの3つの項目がある。成育環境イメー

ジが、それぞれの項目にどのような違いをもたらすの

かについてみていくことにする O

成育環境に都会的イメージを持っている者で、「家

族や友人と行くキャンプ」を自然へ関心をもつように

なったきっかけとしている者は、 18.2%であり、田舎

的イメージの者では、 16.4%である。また成育環境に

都会的イメージを持っている者で、「散策・ハイキン

グ」を自然へ関心をもつようになったきっかけとして

いる者は、 8.6%であり、田舎的イメージの者では5.5

%である O さらに「アウトドアスポーツjを自然への

関心のきっかけとしている者は、成育環境イメージが

「都会jの者で9.1%、「田舎」の者で8.7%となってい

る。ハイキングやキャンプやスポーツといったアウト

ドア系のレジャーが、自然への関心をもつようなきっ

かけとなるのは、田舎で育った者よりも、都会で育っ

た者であるということができょう O

このことに関連して、自然への関心を向けるきっか

けとなったものとして「メディア・雑誌等jをあげる

者も、都会で育った者の方が多くなっている。これは

都会的生活環境に育った者が、キャンプやアウトドア

スポーツ等のレジャー情報の収集のために、テレピや

雑誌を活用していると推測される。

以上のように、 I原風景」以外の項目では、全て成

育環境イメージが「都会jという回答者の比率が高い

傾向にある O 都会で、育った者たちは、日常生活の中で

自然と親しむ機会が少なかったといえるだろう O その

ために、人工的な要素が色濃く反映されている自然だ

としても、レジャーを通して何とか自然に対して関心

をもつことカ宝できるようになるといえよう O

その一方で、「田舎jで育ってきたとイメージして

いる大学生は、非日常的なレジャー活動で自然に関心

をもつようになったきっかけとする傾向は低い。それ

は、なにもレジャーのように特別な活動をしなくても、

これまでの自然、と共生してきた日常生活のなかで、既

に十分に自然への関心が備わっているからではなかろ

うか。

(2) 成育環境と自然の親しみ方

次に、成育環境イメージが、自然の親しみ方にどの

ような影響を及ぼしているのかを見ていくことにする。

具体的には、成育環境イメージの違いが、自然の親し

み方を生活の一部として「日常的Jに親しんでいるか、

休日や週末を利用するなどの「特別な活動jとしてい
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るかを検証するo

表2

都会 (N=493)

田舎 (N=522)

いずれも有意差p<.05

表2の通り、育った環境イメージが「都会」で、白

然の親しみ方が「日常的jであると答えた者の割合は

30.0%となっている。 f田舎jでは52.5%となってい

るO つまり生活の一部として自然と親しむようにして

いるのは、育った環境イメージが I田舎Iである大学

生に多いのである O また自然の親しみ方が「特別な活

動jであるという項Hでは、育った環境イメージが

「都会Jの者では70.0%、「田舎jの者では47.5%であ

るO 休日などを利用して自然と親しむことを生活スタ

イルとしているのは、成育環境が f都会jである回答

者に多いのである o

このことから、育った環境が[都会jである大学生

は、自然を特別な活動の対象としており、成育環境イ

メージが「田舎」であるという大学生は、日常生活の

中で自然と I共生jするスタイルをもって、親しむよ

うにしているといえる o この点仁関して補足的に付け

加えて、 r4 (1)自然への関心をもつようになった

要因jと関連させてみてみよう o 前述したよう仁成育

環境イメージの相違が、自然への関心のきっかけの差

異に現れ、更』こ自然、との親しみ方が I日常的な活動J

か f特別な活動jというよう lこ、自然とどのような関

わりをもつようになるのかを決定づけているといえそ

うである O それほど年少期に培われた自然観は、成長

後の自然との関わりを決定づける重要な要因として位

置付けているといえよう判。

(3) 現在の住居地の生活環境の快適度

これまで、成育環境イメージと、自然との関わり』こ

ついて検討してきた。次』こ成育環境イメージと、住環

境との関係について検討していくこと』こするo なかで

も成育環境イメージが、現在の住環境の快・不快左ど

のように関連しているかをみていくことlこする(表3)。

都会的成育環境イメージをもっている者で、現在の

生活環境について「快適jだ左答えた者の割合は80.3

-5 

表 3 成育環境イメージと現在の住環境の快適度

NA=19 

住環境の快適度

快適

都会 (N=502)I 80.3% 
田舎 (N=533)

%である。また田舎的成育環境イメージをもっている

者で、現在の生活環境を「快適jだと思っている者の

割合は、 71.9%である。成育環境イメージが「都会J

という大学生の方が、現在の生活環境について、快適

だと感じている。逆に[快適でないjという回答者で

は、成育環境イメージが「都会jである者で19.7%、

「田舎jである者で28.1%となっている。成育環境イ

メージが I田舎」という大学生の方が、現在の生活環

境を不快だと感じている O

N大学の立地が東京近郊で、あるということから、現

在の生活環境の場所も、都会的なものであるといえよ

うO 従って、これまで都会の中で、育ってきた者にとっ

て、現在の都市的環境は、自分の成育環境と共通点を

多くもち、心地よく過ごせる場所となっていると考え

られる O しかし自然と「共生j しながら育ってきた

f田舎jの学生にとっては、あまり自然、のない都市的

環境は、自分の成育環境と異なるものである O 自然の

なかで育った学生にとって、住環境の周りに自然があ

ることが、住環境を快適にすごすための条件となると

いうことであるo そうであるならば、成育環境イメー

ジが、現在の生活環境の快・不快の基準となっている

可能性がある。成育環境イメージが生活環境の快・不

快と密接』こ関連していることについて、以下で考察し

ていくことにする。

(4) 快適な生活のための必要条件

生活環境イメージは、現在の生活環境の快・不快の

基準となっているのであろうか。言い換えれば、自然

』こ溢れた I田舎j的成育環境イメージをもっている者

は、現在の生活環境に対して自然らしさを快適な生活

条件とし、便利さに溢れた「都会j的イメージをもっ

ている者は、現在の生活環境に対して利便性を快適な

生活条件とするのであろうか。

そこで、成育環境イメージの違いが、快適な生活を

過ごすための必要条件の差異に現れるのかどうかを見
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ていくことにする。要因は、生活を快適に過ごすため

の必要条件として何を選択するかに関わるもので、こ

こでは快適な生活をすごすための条件として、「白然、」

「便利さ」の 2つを中心に設定した。「自然」に関する

ものは、「①充分な日光やさわやかな空気」、「②生活

が不便で、も森・山・川・海・田園風景の自然環境のあ

る生活空間」、「③においがない飲料水」、「④自給自足

のできる場所がある」の 4つをあげた。また「便利さ」

に関するものは、「①清潔感や整備された美しい町並

みや都市景観・住宅環境」、「②コンビニやスーパー、

ショッピング街が近くにあるj、「③駅の近くで、都市

まで 1時間以内の住宅環境」、「④生活が利便である生

活空間」、「⑤深夜まで遊べる場所が近くにある」の 5

つをあげた。

この「自然」と「便利さ」に関する項目を用いて、

生活環境イメージと、現在のJ生活環境の快適条件との

関係についてみていくことにする。具体的には、育っ

た環境イメージによって、生活の快適条件として、

「自然」に関する項目を、いくつあげるのかに違いが

でるのか(表4)。また育った環境イメージによって、

生活の快適条件として、「便利さ」に関する項目を、

いくつあげるのかに違いがでるのかを検討していくこ

とにする(表 5)。

表4成育環境イメージと「自豹に関する項目を快適条件に選択する項目数 NA=18

自然を快適条件に選択する項目数

0項目 1項目 2項目 3項目

成育環境都会 (N=503)29.4% 47.1% 19.5% 4.0% 

イメージ 田舎 (N=533)18.4% 41.1 % 30.2% 10.3% 

いずれも有意差p<.05 

表5成育環事イメージと「慣利自JI~関する項目を生活棋適量件に選択する項目数 NA=18 

便利さを快適条件に選択する項目数

O項目 1項目 2項目 3項目

成育環境 都会 (N二 503) 7.4% 27.0% 43.5% 22.1% 

イメージ 田舎 (N=533)16.9% 32.8% 37.1 % 13.1 % 

いずれも有意差p<.05

まず「自然」をどれくらい快適条件とするのかをみ

てみよう(表4)。育った環境イメージが「都会」の

者で、「自然」を快適条件として 1項目もあげないも

のは29.4%、「田舎」のものでは18.4%である。「自然」

6 

を1項目だけ選択する回答者は、 I都会」では47.1%、

「田舎jでは41.1%となっている o 2項目をあげる人

は、「都会jでは19.5%で、「田舎」で30.2%0 3項目

あげる人は、「都会jでは4.0%で、「田舎Jでは10.3

%である。育った環境イメージが「田舎Iである大学

生の方が、「自然」を快適条件として挙げる者が多い

のである。

それでは「便利さjに関してはどうであろうか(表

5 )。育った環境イメージが「都会」の者で、「便利さ」

を快適条件に全く選択しない者は7.4%で、「田舎jで

は16.9%となっている o r便利さ」を 1項目だけ選択

する者は、「都会」では27.0%で、[田舎jでは32.8%

である。「便利さjを2項目選択する者は、「都会」で

は43.5%、「田舎jでは37.1%となっている。「便利さ」

を3項目選択する者は「都会jでは22.1%、「田舎」

では13.1%であった。育った環境イメージが「都会」

である大学生の方が、「便利さjを快適条件に選択す

る項目数が多くなっているのである O

このように、どのような成育環境に育ったのかによっ

て、生活環境に対する快適さの条件が異なっていると

いえる。自然に溢れた環境で、育ってきた者は、現在の

生活環境の快適さとしても、自然的なものを選択する

のである。また利使性に溢れた環境で、育ってきた者は、

現在の生活環境の快適さとして、利便性のあるところ

を選択するのである。このことから、成育環境イメー

ジが、現在の生活環境の快・不快の基準となっている

といえそうである。

それでは、田舎的成育環境イメージの者は、生活環

境の快適きとして、どのような自然を条件とするので

あろうか。また都会的成育環境イメージの者は、生活

環境の快適きとして、どのような利便牲を条件とする

のであろうか。以下では、田舎的イメージの者が快適

だとする「白然」と、都会的イメージの者が快適だと

する「利使性Jのより詳しい中身について考察してい

くことにする。

上記のことを明らかにするために、成育環境イメー

ジによって、快適生活な環境だとイメージするキーワー

ド選択にどのような違いがあらわれるかをみていくこ

とにしよう(表6)。

都会的成育環境イメージをもっている者で、「自然

にあふれた感じJrのんびりした感じJ、「気候が温暖」

といった項目を、快適な環境を示すイメージとしてあ
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表s成育環境イメージと「快適な生活環境lをイメージするキーワード NA=24 

快適な生活環境をイメージするキーワード

自然に のんびり
あふれた感じ した感じ

成育環境 都会(N=501) 10.0% 18.8% 

イメージ
田舎(N二 533) 14.2% 33.6% 

げた者の割合は、それぞれ、 10.0%、18.8%、2.6%

である。それに対し田舎的成育環境イメージをもって

いる者でそれらを快適な環境を表すキーワードとして

あげた者の割合は、それぞれ14.2%、33.6%、4.9%

である O このように成育環境イメージが「田舎」であ

る大学生の方が、「自然にあふれた感じj、「のんびり

した感じj、「気候が温暖」といったいわゆる「自然」

あるいは「自然からイメージされる」項目を選択する

傾向にある O

次に「生活や交通が便利だからI、「都心に近いj

I都会であるJといった項目についてみてみよう O 都

会的成育環境イメージをもっている者で、それらを快

適な環境を示すキーワードとして挙げた者の割合は、

それぞれ23.4%、 2.8%、3.6%である。また田舎的成

育環境イメージをもっている者で、それらを快適な環

境を表すキ v ワードとして挙げた者の割合は、それぞ

れ10.0%、1.9%、1.9%である。成育環境イメージが

「都会jである大学生の方が、「生活や交通が便利」、

「都心に近い」、「都会である」といったいわゆる「都

会jに関する項目を選択する傾向が強いのである。

このように、自然に溢れた環境で育ってきた者は、

自然的なもの、なかでも自然が豊かであること、のん

びりとした感覚、気候の穏やかさといったものを、心

地よく生活する上で大切なものとしているのである。

また利便性に溢れた環境で育ってきた者は、便利なも

の、例えば、都会的なもの、交通の利便性や、生活上

の利便性などを快適な生活をする上で欠かせないと考

えているのである O こうした結果からも成育環境イメー

ジが、生活環境の必要条件と密接に関わっていると伺

うことができる。

(5) 将来の生活スタイル

ここでは、成育環境が、現時の生活環境の必要条件

のみならず、将来の生活スタイルにまで、影響を及ぼ

7 

気候が温暖 便利さ 都'L、に近い 都会的

2.6% 23.4% 2.8% 3.6% 

4.9% 10.0% 1.9% 1.9% 

いずれも有意差 p<.05 

しているということについて検討していくことにする。

成育環境と将来の生活スタイルとの関係をみるため

に、まず将来の生活スタイルを表7のようにカテゴリー

化した。表7に若干の説明を加えると、このカテゴリー

では「自然」をキーワードとして、自然を住環境の中

に共生として選択するのか、あるいは特別な活動の対

象としたものなのかを中心に検証した。詳述すれば、

白然と共生するものは表7の1と2と5であり、白然

を特別な対象としているのは 3である o 4は、自然を

特に生活スタイルの中で必要な価値としていないとい

うカテゴリーである。

表7 将来の生活スタイ)1，..

1.自然が豊かな環境に居住し、平日は都

市部に通勤する

2. 自然が豊かな環境に居住し、都市部に

通勤しないでいい仕事をする

3.生活や交通が便利な都市部に居住し、

週末や休暇に豊かな自然へ出かける

4.生活や交通が便利な都市部に居住し、

週末や休暇も都市部で過ごす

5. 自然が豊かな環境に居住し、自然に即

した自給自足の生活をする

6.特に都市部や自然の中でといった生活

にはこだわらない

7.そのf也

それでは成育環境イメージと、表7にあげた将来の

生活スタイルとの関係についてみていくことにしよう。

表8では生活環境イメージの遠いが、将来の生活スタ

イルの選択にどのような相違をもたらすかを示したも

のである。

まず自然が豊かなところに住みたいかどうかについ

てみてみることにしよう。都会的成育環境イメージを

もっている者で、「自然が豊かな環境に居住し、平日
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表 8 成育環境イメージと将来の生活スタイル NA=19 

将来の生活ス タ イ lレ

住)自然・ 住)自然・ 住)都市・ 住)都市・
自給自足 こだわらない その他

職)都市 職)郊外 休)自然 休)都市

成育環境 都会(N=50l) 10.0% 18.8% 

イメージ
田舎(N=529) 14.2% 33.6% 

は都市部に通勤するjという生活スタイルをしてみた

いと答えた者は10.0%である。それに対し田舎的成育

環境イメージをもっている者では、 14.2%となってい

る。また都会的成育環境イメージをもっている者で、

「自然が豊かな環境に居住し、都市部に通勤しないで

いい仕事をする」という生活スタイルをしてみたいと

答えた者は18.8%となっている。それに対して、田舎

的成育環境イメージをもっている者は、 33.6%となっ

ている。居住場所を自然の多い場所にもつスタイルを

選択するのは、自然豊かな環境で育った者に多いとい

う結果になっている。田舎的成育環境イメージをもっ

ている者にとっては、将来の生活スタイルに関しでも、

日頃の生活を過ごす場所に自然を求めているといえる。

次に、居住場所を都市部にもった場合の休日の過ご

し方についてみていくことにする。「生活や交通が便

利な都市部に居住し、逓末や休暇も都市部で過ごすj

という生活スタイルを選んだのは、育った環境イメー

ジが「都会jの者で23.4%、「田舎」の者は10.0%と

なっている。将来住居場所を「都市部」にもった場合、

休日も都市部で過ごすスタイルを選択する者は「都会」

で育った者に多い。都会的成育環境イメージをもって

いる者は、将来の日常生活においても、便利さを求め

ているのである。「都会jで、育ったとイメージしてい

る大学生は、将来も日常生活のなかで自然を身近なも

のとして特に必要としないようである O このように成

育環境イメージは、将来の生活スタイルにも影響を及

ぼしているといえる。

5. おわりに

これまでの調査結果をまとめると次のようになる。

成育環境イメージが「都会的jであるか、「田舎」

であるかの差異は、自然へ関心をもつようになったきっ

かけの違いにみることができる O 自然へ関心をもつよ

うになったきっかけは、田舎的成育環境イメージをもっ

2.6% 23.4% 2.8% 3.6% 2.0% 

4.9% 10.0% 1.9% 1.9% 1.1% 
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いずれも有意差p<.05 

ている者では、これまで「日常的jな体験から沈殿さ

れた[原風景jの中に既に存在している O しかし都会

的成育環境イメージをもっている者では日常的な自然

体験より、レジャーという非日常的な活動をすること

によって、自然へ関心をもっ傾向にある O

また成育環境イメージの違いは、自然との親しみ方

にも影響を及ぼしている O 田舎的成育環境イメージを

もっている者にとっては、日常的な生活の中で、自然

と親しんでいる。それに対し、都会的成育環境イメー

ジをもっている者は、レジャーといった特別な活動を

通して、自然、へ親しむ傾向にある O

さらに、生活環境の快・不快の判断にも、成育環境

イメージが大きく関わっている O すなわち成育環境を

田舎とイメージしている大学生にとっては、現在の都

会的な生活環境は必ずしも快適なものではない。その

一方で、成育環境を都会とイメージしている大学生に

とっては、現在の都会的な生活環境は快適なものであ

るO このことは、どのような要素を快適な生活環境の

条件とするのかにも関係してくる O すなわち、田舎的

成育環境イメージをもっている者は、より自然的な生

活環境を望み、都会的成育環境イメージをもっている

者は、より利便性のある生活環境を望むことになる O

その上、成育環境イメージは、将来の生活スタイル

をも左右することになる O 田舎的成育環境イメージを

もっている者は、居住するところには自然が溢れてい

る環境を選ぶ傾向がある O それに対し、都会的成育環

境イメージをもっている者は、様々な利便性のあると

ころを居住環境として選ぶ傾向にある。

このように、成育環境は、現在の生活環境の快適条

件に違いをもたらすだけではなく、将来の生活スタイ

ルにも影響を及ぼしているのである。そうであるなら

ば、どのような環境で、子どもたちが育っていくのか

が重要である。子どもは、育った環境の中から、様々

なものを知らず知らずのうちに習得している。そして
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物の感じ方や考え方は、日常のかかわりをもっ物や日

常の出来事の中で活性化されるのである O 従って子ど

もの成育環境イメージの中に「自然jのある風景をも

たなければ、日常生活で自然との「共生jより「便利

さ」を好む傾向になってしまうのである。

今後、更にレジャー施設を建設することによって自

然破壊が引き起こされていくであろう。その結果、レ

ジャー施設を利用することで、自然とふれあい、自然

に関心をもっ子どもたちが、増えていくであろう。し

かしそれは日常生活の中で自然と関わりある子どもが

減少することを意味している。たとえレジャー施設が

増設され、自然と触れ合う機会が多くなったとしても、

レジャーによってもたらされる自然は、そもそも「人

工的な自然」にすぎず、またレジャーそのものは「非

日常的な活動」にすぎない。そうしたレジャー活動で

は、日常的に自然と接し、自然、と共生していこうとい

う子どもたちを増やすことにならないということカ昔、

今回の調査結果をみても明らかである O むしろ子ども

たちの成育環境にどのくらい豊かな自然を提供できる

かの方が、白然と共生する子どもを育てるのには重要

なのである O

自然、破壊が進行しつつある現状において、子どもた

ちが日常的に自然と接する機会は、ますます少なくなっ

ていくであろう。それでも、子どもたちの成育環境の

中には、少ないながらも、まだ、自然が残っている。成

育環境の中にわずかながらも残っている自然を、どの

ように保護し、子どもたちにどのように関わりをもた

せるのか。こうしたことができるのは、おそらく現段

階では、学校や地域に限られている O そうであるなら

ば、学校や地域では、子どもたちが自然と接する機会

をどのようにもたらせるのかをもっと真剣に議論して

いかなければならないで、あろう O 子どもたちが自然と

共生できるかどうかは、学校や地域の活動にかかって

いる O ありのままの白然と触れ合うレジャーは、日常

生活のなかにあるo

注)

勺:寺本や野中(1993)も、同様なことを指摘してい

る。すなわち実証的手法でイメージ空間に現れる

具体的な事象から自然観の意味を検証している。

寺本:参考文献8・9参照野中:参考文献3参

日召
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*2 :ちなみに成育環境イメージに関する「田舎j と

「都会Jの男女の構成は、「都会J(N =503)二男

性70.6%/女性29.4%、田舎 (N=531)男性6

6.9%/女性33.1%となっている (NA=2)

本3:男女別の自然の親しみ方は、次の通りである。男

性で自然の親しみ方が I日常的jである者は38.3

%、女性では48.9%である。特別な活動で込あるの

は、男性で61.7%、女性で48.9%となっている。

女性の方が、自然を日常的なものとして位置付け、

自然と共生した生活をしている。また男性の方が、

自然を日常的なものとして親しむよりも、休日や

週末を利用して活動する場所や資源として位置付

けている O これは女性が、最近ブームとなってい

るガーデニングや自宅周辺の散歩など、日常生活

で女性が好んで行う活動が影響を与えていると推

測される o 特別な活動として考えられるキャンプ

やアウトドアスポーツなど男性が主に好む活動が

多いことと関連していると考えられる O
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<抄録>

本研究の目的は、大学生の成育環境のイメージの差

異と①自然へ関心をもつようになった要因、②日常生

活での自然の親しみ方、③現在の生活環境の快適度、

@快適な生活条件を過ごすために何を必要条件として



j峯村博・川井昂・阿部信博・小山裕三・青山清英・石井晶子

いるか、⑤将来のライフスタイルのタイプの選択との

関連性を明らかにした。

調査の結果、

1 )田舎で育ったとイメージしている大学生は、現在

や将来のライフスタイルの中でも、生活の快適条

件に日常生活での白然、との関わりを求める。その

理由は、成育過程で日常生活の中で白然と触れ合

う機会を多くもっていることに関連している O

2 )都会で、育ったとイメージしている大学生は、現在

や将来のライフスタイルの中でも、生活の快適条

件に利便性を求める。その理由は、成育過程で非

日常的なレジャー活動を通して自然と触れ合う経

験をしていることと関連がある。そのために日常

生活の中で、自然を快適条件として強く求めない。

キーワード

成育環境、自然環境、生活スタイル、生活環境、快適

条件

(受理平成12年2月14日)
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